




Towards Securitizing the Narcotics Problem in India? 
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本論文の最終報告に引き続いて開催された論文審査委員会において、インドにおける麻
薬問題という世界的にもよく知られていないテーマについて、広く文献を渉猟しただけで
なく、麻薬栽培現場も含む現地での調査を実施して、様々な新しい情報を発掘した上で論
文にまとめたことが高く評価された。他方で、論文の理論枠組みを中心に、審査委員から
以下のような諸点について修正が提言された。 
 
（１）ある問題の「安全保障化(securitization)」という概念を使用する場合、通常は
「軍事化」を想定するので、本論文において非軍事的側面を重視することについて
は、それなりの正当化が必要である。 
（２）結論部分で、本論文の学術的（理論的）貢献を明確に書くべきである。 
（３）インドにおける麻薬問題の「安全保障化」の欠如を説明する要因が３つ提示され、
それぞれの要因がさらに複数の要因に分解されているが、諸要因を重要性によって
構造化することはできないか。 
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（４）統計数値の解釈において正確でない部分がある。 
 
以上の諸点以外に、脚注や文献目録の書式について、審査委員から詳細な修正メモが提
示された。以上のコメントや注意にそって論文が修正され、主査が責任をもって確認する
ことを条件として、博士論文として合格とすることを決定した。 
 
その後、学位申請者は、主査の指導の下に論文の改訂をおこない、修正内容についてす
べての審査委員の了解を得た上で、最終版を提出した。したがって、当審査委員会はこの
博士論文を合格とする。 
 
